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念的形式でなすことを、絵画は直観的形式でなす」（On the Theology of Fine Art and Architecture, 
address given in 1961 at Hamburg, in: OAA, P.207）。 
(8) 自然主義的様式に関してティリッヒは以下の説明を付加する。「自然主義的様式は写真的複製以上の
ものがある。常に芸術家が作り上げた変容がある。この様式はそれでも事物との平均的、日常的出会
いを伝達しようとする」（Tillich[1965], p.175）。つまり、自然主義の客観的リアリズムを特徴付ける
「この世界におけるわれわれの慣習的経験の形態との出会い」を強調する。 
(9) ティリッヒは、それが主観性ではないということを次のように説明する。「創造的芸術家の性格、内
面、そして主観性はそれらを通してリアリティとの出会いが生じる媒体の役割を果たしている」
（Tillich[1965], p.176）。すなわち、表現するものはリアリティの次元であり、主観性はそれを表現
するための媒体なのである。 
(10) ポップ・アートについて、ティリッヒはさらに五人の画家を引用し、以下のような見解を示している。
ロイ・リキテンスタインの《婚約指輪》は表層そのもので、コミックの像を使用し、依然として表現
主義的であり、リアリティを減じている例である。トム・ウェッセルマンの《静物》は攻撃的で魅力
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があるが、極端な陳腐さも見せる。ロバート・ラウセンバーグの《内―外》は、煉瓦片や自然の物体
を組み立てたリアルな部屋で絵画ではない。ジャスパー・ジョーンズの《窓から》は、リアリティの
多くの要素を集めたコラージュであり、クレス・オルデンバーグの《室内》は、偶然的、偶発的なも
のの寄せ集めである。こうした記述が例証するのは、ティリッヒがポップ・アート、あるいは最新の
（20世紀後半の）モダン・アーティストの代表的な諸作品に接したことである。 
(11) 東大寺乱『行動する画家』、沖積舎、1988年、302頁。 
(12) 浜田拓志「開かれた造型」（神林恒道編『現代芸術論』）、昭和堂、1991年、285頁。 
(13) 前掲書、28 
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